





































































































男　子 女　子， 男　子 女　子
































M SD M SD M SD M SD
職　　　　　業 男女差別のない職場で働きたい ＊3．95 1．21 4．45 1．00 ＊4．38 0．71 4．56 0．51
雇用条件の整っている企業に就職したい ＊＊4．00 1．23 4．45 0．75 ＊＊＊3．81 0．75 4．56 0．51
自分が理想とする職業に就きたい ＊4．27 L20 4．48 0．83 ＊4．44 0．89 4．72 0．57
女性は社会進出すべきだ ＊＊3．68 1．21 4．30 0．84 ＊3。94 0．85 4．22 0．80
女性は結婚しても働くべきだ ＊2．91 0．86 3．18 G．95 ＊3．13 0．71 3．33 0．76
自分の興味と職業を一致させることが大切である ＊4．18 1．13 3．82 G．91 ＊＊4．19 0．91 3．61 0．84
女性は看護婦，保母など母性・女性性を生かす職業 ＊＊2，77 1ユ0 2．06 0．96 ＊2．56 LO9 2．06 LlO
結　　　　　女昏 結婚相手は，いろいろなことに共感できる人がよい ＊4．32 LO8 4．64 0．82 ＊＊＊3．94 0．99 4．72 0．57
結婚したら，妻は夫に従うべき ＊2．64 L32 2．09 1．18 ＊＊2．63 0．95 1．83 0．98
価値観，人生観の一致する人と結婚 ＊3．95 1．09 4．27 LOO ＊＊3．75 1．06 4．33 0．90
男女は対等，夫婦は平等 ＊＊3，73 1．42 4．42 0．93 ＊4。06 1ユ8 4．44 0．70
子育ては女性の仕事なので男性がする必要はない ＊＊1．95 1．04 1．48 0．93 ＊＊2ユ9 1．37 1．39 0．60
男性にも育休も取り，育児をすべきだ ＊2．82 1．29 3．39 1．39 ＊3．38 1．25 3．00 0．97
家　　　　　族 夫婦仲良く暮らす家庭が理想 ＊4．59 0．95 4．76 0．61 ＊4．5G LO9 ＊4．89 0．47
家族は，お互いに尊敬しあう ＊＊3，82 ユ．22 4．52 0．75 ＊3．94 123 4．28 0．89
くつろげる家庭が理想 ＊＊4．45 1．05 4．88 0．33 ＊4．56 0．62 4．72 0．57
社会で信用できるのは，自分の身内や家族だけ ＊2．55 L29 2．06 1．14 ＊＊2．63 1．14 L940．87
教　　　　　育 子どもに早期教育を受けさせるできでない ＊3．36 0．90 3．06 0．89 ＊3．25 LOO 3．06 0．63
子どもは，塾に行かせるべきでない ＊2．90 1．15 2．67 0．69 ＊＊3．13 0．95 2．61 0．60










































































































































































































































































領　　　域 質　　問　　項　　目 男　　　子 女　　　子
M SDM SD
結　　　　　婚 結婚前には，お互いがよく理解しあう
n位や家柄のよさが結婚相手を選ぶ基準である
w歴や家庭環境の似てる人と結婚する
F人が気軽に遊びに来る家庭を築きたい
4．81
Q．06
Q．69
Sユ3
0．40
P．18
P．19
O．71
4．78
P．83
Q．72
S．17
0．54
kO9
P．27
P．04
職　　　　　業 就職先を決めるとき，友人の評価が気になる
ｼ親が反対するような企業に就職しない
ﾇい人間関係を保てる職場で，仕事をする
3．00
Q．56
S．25
1．31
P．09
P．00
2．78
Q．67
S．28
1．06
f．76
P．07
家　　　　　族 両親とは，将来同居したくない
ﾆ族の多い方がよい
ｼ親は子どもの話に耳を傾ける
3．06
R．56
S．50
0．85
O．81
O．81
3．17
R．44
S．61
O．85
O．70
O．60
教　　　　　育 受験，偏差値教育には反対
ｩ分で物事を判断できるように子どもを教育する
3．56
S．56
1．20
O．51
3．61
S．50
0．77
O．70
社　　　　　会 女性は男性よりも，差別を受けることが多い
ﾐ会や組織で出世することが社会で成功すること
3．56
Q．56
1．20
P．09
3．61
Q．56
0．77
O．60
〔職業〕
〔家族〕
〔教育〕
〔社会〕
　以上の結果から，
うに考えるかに判断基準をおく自己完結型である。しかし，職場の対人関係の和を重んじる。こ
れは，「平成7年度新入社員意識調査」16）で，会社で最も期待することに対し，「人間関係のよい
職場」が上位であった。それと一致を示す。
　家族に関して，両親との同居や家族が多い方がよいに対して，本音を表明していなかったが，
これは，相手を傷つけることを配慮しているためと考えられる。
　子どもの教育は，子どもが物事を判断し，親が子どもの話しを聞くといったように，親がリー
ダーシップを取るのではなく，子どもの人権を尊重する，民主的な教育方針である。
　なお，女性は男性よりも，差別を受けることが多いと認識していることは，内向的なパーソナ
リティのため，差別や不利なことをされても，それに対して，自己主張をするとか反発すること
が少ないためではなかろうか。
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就職を決める時，友人の評価が気になる。親の反対する企業に就職しない。これらに
反対。良い人間関係の保てる職場で，仕事をするに賛成。
家族との同居，家族が多い方がよいに対して，あいまいな回答。子どもの話しを聞く
賛成。
子どもを，物事の判断ができるように教育。賛成。受験・偏差値教育には，あいまい
な回答。
女性は男性よりも，性差別を受ける。そう思う。会社で出世することが，社会で成功
することに反対。
　　　　内向群は，物事を決定する時に，親や周囲の人の評価よりも，自分がどのよ
　3．外向，内向群の特徴
　外向群は，自立志向型で，表向きは，男女平等を標榜しているが，本当は，保守・伝統型で，
企業戦士の傾向が認められる。
　内向群は，民主的で，和を重んじ，相手の立場を配慮し，強い自己主張をしない。そのため，
差別を受けたり不利な立場になりやすい。しかし，自分の考えや感性に価値を置く自己完結型で
ある。
　このように，同年代の青年でも，パーソナリティのタイプによってすなわち，ユングが提唱す
る精神的エネルギーが外に向くタイプと内に向くタイプで価値観が異なることが明確になった。
最後に，精神科医の稲村博氏19）は，外向型の青年について，つぎのような鋭い論評をしている。
　大部分の「おとなしい」同世代の人たちを圧倒して，少数の「心臓」ばかりが強いが，倫理
的・思想的には欠陥のある行動派が世の中をひっぱり，やがてカタトロフィーに導く恐れがある。
その時が，2025年頃予告している。
　同様に，笠原嘉氏20）は，「退却神経症」と名付ける青年には「やさしさ業」志望という傾向が
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ある。柔弱なる個人主義者の「退却」の姿を垣間見て考えさせられることが多いと憂慮している。
これは，内向型特性に共通するようである。
　外向型と内向型の青年達が，2氏の提唱するような危機状況に陥入らないで，成人に達し，つ
ぎの世代を引き継ぐことを期待したい。しかし，これは，青年達だけの課題ではなく，私達，成
人が，真剣に取り組まなければならないテーマでもあるように思科される。
?
語
　現代H本の青年の価値観について，95年に予備調査をし，55項目の質問を作成し，96年に，4
年制大学及び短大の学生を対象にして調査した。結果の整理を，パーソナリティの向性により，
外向群（N　・・　55名），内向群（N＝34名）に分類して，検討した。主な結果は以下の通りである。
　1　外向，内向群における性差の比較
　2三間で，20項目（36．4％）に有意差（七検定，p＜。05）が認められた。
　（1）〔職業〕〔結婚〕に関し，両群の女子は性差別に対し反論を表明している。
　「女性の社会進出度指数」や「セクシャル・ハラスメント日米共同世論調査」でも，上のこと
を支持する結果が出ていた。
　その原因として，男女の役割分担の起源や性役割と性別役割，能力における性差，さらに職業
における性差等を検討してみた。結局は，社会的圧力から生じてきていることが明確になった。
　（2）女子は，夫と同一，夫婦平等志向である。これは，母親が民主教育を受けているr団塊の
　　世代」であることが，影響を及ぼしているものと解釈される。
　（3）外向群の男子は，結婚に関して，保守・伝統型である。最近の調査で，家父長型は減少し，
　　男女平等型に夫が多いと報告されていることから，これでは，結婚生活に破綻を生じやすい
　　のではないかと苦慮される。
　（4）男子は，興味と職業の一致を志向している。
　知名度の高い企業に就職するよりは，自分の興味を主体に選択する傾向がある。このような傾
向に対して，不況で就職難の時代に会社の処遇面を重視するより，本当の豊かさと自己啓発に価
値を見い出しているといった説明がなされている。
　しかし，これはむしろ，「仕事も遊びも一緒」といった「新人類」，すなわち，青年が心理的に
未発達で自立できていない現象のようにもとらえられる。
II　向性別の比較
両群の特徴を把握するために，群内で男女間に有意差の認められなかった項目を検討してみた。
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その結果からつぎのような特徴が認められた。
（1）外向群は，自立志向・保守・伝統型である。
　（2）内向群は，民主・自己完結型である。
（3）パーソナリティのタイプによって，価値観が異なることが明確になった。
　（4）最後に外向型の特徴は，稲村氏の指摘する行動派に，内向型の特性は，笠原氏の退却神経
　　症の症状に共通しているようである。いずれも憂慮される現象と考えられる。今後真剣に取
　　り組まなければならない課題と考察される。
　付記，この調査にご協力下さった学生さん達と新井三門先生，佐藤嘉晃先生，長谷川啓先生，
日吉和子先生に御礼申し上げます。
　研究の1部を，第26回国際心理学会と，第63回日本応用心理学会で日本心理学科櫻坂英子助手
助手と共同で発表しました。
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